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「人がつなぐ、未来へつなぐ」 ～未来を拓く変革への挑戦

令和７年４月１日から始まる第１０次中期経営計画では、テーマを「人がつなぐ、未来へつなぐ」、重点課題を「コ
ミュニケーションプラットフォーム機能の発揮」とします。
お客さまや地域が必要とする「情報」が今まで以上に当金庫に集まり、蓄積する仕組みを構築します。そして、お
客さまや地域に対する「情報」発信力・課題解決能力をさらに高め、お客さまにこれからも必要とされ、地域に無く
てはならない存在となることで、長期経営計画で掲げる経営ビジョン「地域に寄り添いお客さまと強い絆で結ば
れた南信州の価値向上に貢献する金融機関」を実現します。

時代が変わり、デジタル化が進んでも当金庫最大の経営資源は「人」です。また、お客さまや地域の方など
当金庫に関わる方が「人」であることにも変わりありません。「人」と「人」とが、様々なかたちでつながるこ
とが地域の明るい「未来」につながります。
また、地域の明るい「未来」をつくる原動力となるのは職員一人ひとりです。金庫は職員一人ひとりを大
切にします。職員一人ひとりがやりがいを感じ働くことのできる明るい「未来」（幸せ）が金庫、お客さま、地
域の「未来」（幸せ）につながります。

「人」と「人」とのつながりが、
世代を超えた繋がり、多様な人たちとの共創、
社会への貢献、未来への希望につながる

■ 第１０次中期経営計画の位置づけ

■ 第１０次中期経営計画のテーマ



※ハブ…物事の中核、あるいはネットワークの結節点として機能する存在

第１０次中期経営計画では、地域のコミュニケーションプラットフォームのハブとしての役割を担えるよう、お客さ
まとの接点確保や地域内連携を強化し、今まで以上に金庫に集まる「情報」を増やします。また、組織や職場改革に
取組み、「情報」を蓄積する仕組みを構築し、「情報」発信力を高めることで、課題解決支援業務の対象を広げ、地域
課題解決や持続可能な地域づくりに貢献します。

■ 第１０次中期経営計画の重点課題

当金庫が目指すコミュニケーションプラットフォームは、地域の情報が自走し、情報の掛け合わせにより付加価値
が生まれ、必要な人にタイムリーに情報やサービスが提供される姿です。第１０次中期経営計画ではまず、環境整備
や連携先との関係構築を進めます。

※コミュニケーションプラットフォーム実現イメージ

■ コミュニケーションプラットフォームとは



■ 第１０次中期経営計画の概要

■ 重点目標に対する総合ＫＰＩ

■ 第10次中期経営計画の全体像


